
まずは見てみよう
デジタルアーカイブ！

いしかわデジタルアーカイブ
パネルディスカッション入門講座

入門講座

　所蔵資料のデジタルデータをデータベース化し、検索や利用をできるようにしたものです。
　国内の主なデジタルアーカイブの一例として「国立国会図書館デジタルコレクション」
（https://dl.ndl.go.jp/）があり、多くのデジタル資料をご利用になれます。当館でも所蔵資
料のデジタルアーカイブ化を順次進めており、石川県立図書館「SHOSHO ISHIKAWA」では
二次利用が自由にできるデジタル資料（大正期の漆器図案など）も公開しています。

 進化し続けるデジタルアーカイブ分野の第一人者の方々をお招きして
「県立図書館のデジタルアーカイブとは？」、「地域におけるデジタルアー
カイブの活用とは？」などをテーマにどなたでもお楽しみいただけます。

日時 令和5年1月14日（土）
　　　　　午前10時～午後4時30分
　　　　同月15日（日）
　　　　　午後1時～4時30分
※二日制（計9時間の講座となります）

場所 石川県立図書館　２F 研修室
定員 70名（要申込。先着順）
概要 デジタルアーカイブ概論、

資料のデジタル化方法など
申込 石川県立図書館ホームページの

イベント情報ページより
https://www.library.pref.ishikawa.lg.jp/
category/event2022/2384.html

https://www.library.pref.ishikawa.lg.jp/shosho/

＆

デジタルアーカイブとは…？

パネルディスカッション

日時 令和5年1月15日（日）  午前10時～12時
場所 石川県立図書館　1F だんだん広場

●岡本　　明 （IRI 知的資源イニシアティブ理事）
●原田　隆史 （同志社大学大学院教授）
●山崎　博樹 （IRI 知的資源イニシアティブ代表理事）

定員 100名（申込不要）

パネリスト・講師紹介（敬称略、五十音順）

「崎浦・県立図書館口」
バス停

「石川県立図書館」
バス停

【駐車場】400台／入庫後 30分無料、以降30分ごとに 100円。図書館利用者は館内の駐車料割引機で手続きをすると３時間無料。
　　　　※周辺道路は混雑が予想されます。来館の際は公共交通機関をご利用ください。


